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音楽を成立させている要素について考えるとき、多くの人は「音楽作品」
と「演奏者」について思い浮かべている。しかし実際には、作品の制作
にも、その演奏にも関与せずに、ただ音楽に耳を傾けている「聴衆」が
いることは、失念されがちである。もちろん、純粋な意味での「聴く人
＝聴衆」は、必ずしも音楽の成立に必要であるわけではない。演奏者
が同時に「聴衆」を兼ねることが可能であるからである。しかし、改め
て「音楽」そのものの成立する要素を考えるとき、その生成に「聴衆」
が関与しないことは、原理上あり得ない。

楽譜を前に、あなたが独りでギターを弾く。そこに「音楽」が生成し、
あなた自身がそれを演奏しつつ、同時に「聴衆」として演奏を享受する
ことで、音楽は一応の完結を見る。しかし今、ここに「私、ここで聴い
ていてもいい？」という人物が現れたとする。「いいよ。聴いてくれるか
い？」とあなたは応じる。そしてギターを構え直し、あらためて純粋な「聴
衆」として現れたその人に向かって、今弾いていたその曲を演奏し始め
る。同じ作品を、同じ技量と感性をもつその奏者が、ほぼ時間的にも
環境的にも変わらない状況下で演奏しているにもかかわらず、その「演
奏」は、つい先ほど生成した「演奏」と全く違っている。リズムもテンポも、
作品解釈も変化していない。でも、その演奏は「変わって」しまったの
である。それは、音楽の生成に「聴衆」が参加したからである。

フロイントは常々、自らが演奏しつつ、その演奏を享受する「聴衆」と
して音楽を生成し続けている。演奏する喜びは、同時にその演奏を享
受することで満たされている。しかし、時には「誰かに向けて演奏して
みたい」という欲求が生じることがある。演奏に参加しない、純粋な
る「聴衆」としての誰かがそこに居て、音楽の生成に関与してくれるこ
とで、フロイントの奏でる音楽が変化することを、我々は良く知ってい
るのである。どのような変化が起きるのか、それは演奏しているフロイ
ントの面々にもわからない。どのような聴衆が集まり、どのように音楽
を享受してくれるかによって、生成する音楽はおそらくどのようにも変
貌するのであろうから。

フロイントに於ける「公開演奏会」は、そのようにして成立している。
我々は日頃の練習の成果を「披露」するために、演奏会を企画しない。
我々はただ自閉的に「演奏」し、その「評価」を求めているわけではな
いのだ。あなたに音楽の生成に立ち会ってもらいたい。フロイントの
音楽に「あなたという聴衆」が参加することによって、どのように音楽の
生成が変化し、それがあなたと我々にどのように享受されるのか、そ
れを互いに分かち合い、楽しみたいのである。あなたは今日、このコ
ンサートの席につくことで、そのようにしてフロイントのメンバーの一
人になるのである。

Profile

指　揮：小西 　収（こにし　しゅう）
1965年生まれ。高等学校数学科教員。1987、88年に大阪市
立大学交響楽団学生指揮者としてシベリウス第2、ブラームス第
2・第4、チャイコフスキー第5の4交響曲を演奏。
音楽に関しては高校時代より独学の道を歩んできたが、最近、小
林研一郎指揮法セミナーに3回参加。2003年（愛知県知立市）
には、マエストロ小林に「朝比奈隆みたいな遅いテンポはもう古
い」「朝比奈先生、の師匠...そう、近衛秀麿に似ている」と言われ、
また最終日の朝食場ではすれ違いざまに「やあ、きみはフルトヴェ
ングラーみいたいだったなあ」と愉快そうに言葉をかけられた。
後日、近衛指揮のCD・DVDを視聴して、近衛と自分の共通性お
よび小林先生のその指摘の鋭さの両方に驚くことになる。時代が
かった指揮に呆れられ？ながらも、先生ご自身の大先輩となる巨
匠たちになぞらえてもらえたことには大いに気をよくする。

ピアノ：梶岡　肇（かじおか　はじめ）
アマチュア・ピアニスト兼高校教員。彼はずば抜けた音楽性と共
に並外れた演奏技術を兼ね備えたいわばアマチュア音楽界の超
人的存在である。活動の範囲も、独奏曲、室内楽曲（日本アマチュ
ア演奏家協会・関西支部理事）そしてオーケストラの協奏曲のソ
リスト等、すべてを網羅し幅広く活躍されている。
彼の演奏には何とも言えない「温かさ」がある。たぶんそれは彼
の「こころ」そのものであろう。またアマチュアとは思えないよう
な高度なテクニックをもっておられ、1音1フレーズが宝石のよう
に美しくかつ品がよく、聴き手のこころをとらえ、曲の解釈には
共感を呼ぶ。
本日の「皇帝」協奏曲も彼の魅力をあますところなく味わえる絶
好の機会であろう。第1楽章ではその大きな手から生み出される
堂々とした力強い演奏には大変迫力があるし、アダージョ楽章は
彼の繊細な優しさがこころゆくまで堪能できる。そして第3楽章
では彼のすさまじいエネルギーのほとばしりを十二分に体験でき
る。さあ本日はどうぞピアニスト「梶岡ワールド」をこころゆくま
でお楽しみください。

大石　聡アンサンブル・フロイント
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■ベートーヴェン：ピアノ協奏曲第5番変ホ長調作品73「皇帝」
いわゆる中期と呼ばれる期間の最後にあたる1809年に作曲された。
このころ変ホ長調の曲として、弦楽四重奏曲第10番「ハープ」や、ピ
アノソナタ第26番「告別」がある。なお、ちょうどこの年は、パパ・
ハイドンが没した年でもある。その翌年には、シューマンが誕生して
いる。この曲の特徴であるが、最初にオーケストラが、次にピアノが
呈示部を奏するという古典的な構造を有していながら、当時のピアノ
協奏曲の慣習であったカデンツァの即興部分を完全に廃してしまって
いることである。これはすでに即興であるべきところが、慣習などに
より既存のすでに作られている譜面で演奏することが多くなってきて
いたためである。また、楽章の調性構造についてであるが、第1楽
章の変ホ長調に対して、第2楽章のロ長調は一見遠隔調で無関係に
見える。しかし、ロ長調を変ハ長調とみると、すでにピアノ協奏曲第
1番などに現れる3度調の関係（第1楽章がハ長調、第2楽章が変イ
長調）と同じ関係である。3度調関係はベートーヴェンが好んで使用し
た手法であり、その場合3度調で書かれた楽章は落ち着きに満ち溢
れている。この曲もまた例外ではない。なお、この第2楽章は、映
画「不滅の恋」のラスト付近でつかわれているが、映画として効果的
な場面にマッチしていた。第2楽章と第3楽章は切れ目なく続く。終
了間近のロから、ここでは静かにさりげなく変ロに移り、第3楽章の
第1主題を予告したのち、第3楽章のロンドの勇ましい第1主題が始
まる。第3楽章でも、中間部において3度の転調が見られる。まずハ
長調、次に変イ長調、そしてホ長調（変ヘ長調）と主題が3回繰り返
される。終結部分はティンパニのリズムの上でピアノが音階を奏しな
がら徐々に遅くなっていくが、その後に、第1主題がオーケストラで
回帰し終了する。

■シューマン：交響曲第2番ハ長調作品61
シューマンには番号のついている交響曲は全部で4曲ある。この中で
第2番は、「春」や「ライン」のように明るく陽気ではない。また第4番
ほど情熱的でもない。恐らくタイトルをつけるとなると、「憂鬱」とな
るだろう。しかしこの「憂鬱」に浸りきっているわけではなくそこからの
這い上がろうとしている姿を見ることができる。この曲が作られたい
きさつについて、作曲者は次の手紙を書いている。「まだ肉体的にひ
どく苦しんでいた状態の時に私はこの曲のスケッチに取り組んだ。本
当のところ、この曲は私の精神の反抗と言えるもので、それはこの曲
に明らかに認められ、その反抗によって私はいわば肉体的状態と戦お
うとした。第1楽章はこの戦いの要素に満ちていて、とても気まぐれ
で一筋縄ではいかないものだ」（岸田緑渓 シューマン「音楽と病理」より引
用）。極度の精神疲労の中で、イ短調のピアノ協奏曲が完成した後の
1845年から1846年にかけてこの交響曲第2番は作曲された。しか
し当時のこの曲の評価は高くなく、むしろ否定的な扱いをうけること
が多かった。これに対し、指揮者であり医学博士でもあったジュゼッ
ペ＝シノーポリは「シューマンの音は ...感覚の自然なきらめきの発露
として、直感的に出来上がったものである。」という分析を残している。
まさにカタルシス（抑圧されて無意識の中にとどまっていた精神的
外傷によるしこりを、言語、行為、または情動として外部に表出する
ことによって、消散させようとする精神療法の技術。広辞苑より引用）

の典型といえよう。「ジュピター」や「グレイト」を輩出した偉大なるハ
長調の雄大さのイメージとは、一線を画している。この曲を聴いて
シューマン同様メランコリックになる必要はさらさらないが、耳につい
てはなれないエキセントリックな魅力を秘めている。

第1楽章：序奏はトランペットによる5度跳躍の主旋律の中を、弦に
よる6度関係（よって、ト音記号でもヘ音記号でも同じ記譜になる）の
旋律によって始まる。なおこのトランペットの旋律は全曲を通じて出現
する。主部の動機は3拍子のつっかえたリズムを持つ。展開部はシュー
マン自身述べているとおり、音階下降、跳躍の反復が幾度もあり闘
争そのものである。コーダにいたっても、導入は緩やかであるが、序
奏の主旋律のなか狂的に弦によるうねりにも似た繰り返しが現れる。

第2楽章：2拍子のスケルツォ。ヴァイオリンのとまるところを知らな
い旋律を不安定な和声で支えている。1つ目のトリオは管により3連
符のかろやかな旋律が奏される。2つ目のトリオは切れ目なく弦の伸
びやかな旋律につながる。

第3楽章：「アダージオの楽章の哀愁を帯びたファゴットの音は特別な
愛着をもってそこの部分を作曲した」とシューマンが友人の指揮者に
充てた手紙が残っている。ヴァイオリンが高い音を目指しそしてトリ
ルで崩れ行く、あたかも、夢の中で耽溺する音のつくりは非常に悩ま
しい。

第4楽章：ハ長調の音階を駆け上がった後、友人であったメンデルス
ゾーンの「イタリア」を彷彿させる主題で開始される。その後「グレイト」
の3連符音形や前楽章に 非常に関連深い旋律が出現する。いったん
ハ短調の和音で収束するが、その後ベートーヴェンの歌曲「An die 
ferne Geliebte」の第6曲目「Nimm sie hin denn, diese Lieder, die ich 
dir, Geliebte, sang」（それゆえこの歌を聞き入れたまえ。私がかつて
あなたにきかせたその歌を）から取られたといわれる新しい主題によ
りゆるやかに音楽が再開する。コーダでは第1楽章の序奏の旋律も加
わり力強いティンパニのドとソの連打により終結する。

アンサンブル・フロイントは、私にとって、芸術作品を演奏すること
でその作品自体に「直に触れられる」貴重な体験の場です。初期の数
年は参加がままならず内輪には迷惑もかけましたが、以後10年ほど
は幸い、毎週末に贅沢な“非日常的日常”を過ごせています。今月に
なってウェブサイトが大幅に更新され、毎週何をしているかの記録が
ブログ風に掲載されることになりました。過去の毎回の曲目や筆者の
ウィットある一言などをウェブページのフィードバックという形で眺めて
いるうち、フロイントの指揮者としての実践と思考の長期に渡る蓄積
が自分の中に横たわっていることに改めて気づき、それらをテクスト
にして発信してみようかという気持ちになりました。『小西収集』とで
も題しましょうか。話題は多岐に渡ると予想され、文章スタイルも一
定にできないでしょうが、その中の一つとして、短いテーゼとその解

説によって自分の思考を伝えるという趣向のものを考えています。
例えば以下のような具合──　

──音楽とは抽象である。──

例えば「エロイカ」の第２楽章について、「行進曲なのだから歩けな
いような遅いテンポは間違い」と、フルトヴェングラーなど旧時代の
巨匠たちの演奏を批判する論をしばしば耳にする。しかし音楽を演
奏する際にそういう具体性を持ち込むと、間違いなく作品（演奏表
現）の内容は縮減してしまう。巨匠たちは行進曲と記されているこ
とを知らなかったはずはなく、それでも引きずるように演奏した。
それはなぜかと考えねばならない。造型の端緒となるキーワードを
設けるなというのではないが、設けるとすればこの場合はどう考え
ても「行進」ではなく「葬送」の方だろうし、それでもやはり演奏の
本質は、「葬送」の描写などという具体性に向かうのではなく、「葬
送行進」という具体的行為から「葬送」さらには「葬」へと至る、一
つの抽象を与えることにある。哲学者ならば思考を紡ぐ過程を経て
言語によって与えるだろう「具体物／具体的行為の抽象化」を、作
曲家と演奏者は音楽によって与えるのである。

　──続きはウェブで。

さて、当演奏会まで（本番を含む）の最近のフロイントにおいて特
筆すべきトピックは、何といってもピアニスト＝梶岡肇さんとの充実
した時間です。この豊かな時間はフロイントの新たな日常となりつ
つあります。また、「皇帝」という作品そのものが、ベートーヴェン
中期の傑作であり、たいへん充実した音楽です。上述の拙論にな
ぞらえて言えば、本日の「皇帝」の演奏の意味合いの一つは、“フ
ロイントにおける「充実の時空」→「充実」→「充」「実」の抽象”とな
りましょう。

「皇帝」につづくシューマン「第２」は私の人生の新曲といってよく、
上田秀樹（曲目解説執筆）が数年前の合宿で取り上げてくれなかっ
たら、私の中ではずっと「そりゃ一応聴いたことはあるけれど…」と
いうくらいの曲に留まったかもしれません。

闘病の結晶と言われる第１楽章は相応に立派で濃密な音楽。スケ
ルツォは不安定な減七和音分散動機の主題に驚きますが、意外に
素直なたのしさも内包しています。スケルツォ内に緩徐楽章が埋め
込まれたかのようなトリオの部分が在ることで、次のアダージョは不
思議な一種の間奏曲となってこだまします。

フィナーレでシューマンはいよいよ爆発、最初の主題は早々と姿を
消してなぜか二度と現れず、その後は、何回終われば気が済むのか、
終結的クライマックスによる精神の高揚が幾度も訪れます。長大な
曲ばかり書くあのマーラーさえこの曲の改訂では大幅なカットを断
行している、それほどに、作品全体の決して大きくない規模の器の
中に自ら収まりきらない一面があります。そして、シューマンらしい
美しく可憐な歌謡的旋律が、ときにその爆発の途中に織り込まれ、
ときにその高揚自体の中に融合していく…。まとまらないことこそ
が一つの魅力となっているかのようです。はたして、収のシューマ
ンの収拾はつくのでしょうか…？

Sy
û?
Schu?

曲 目 解 説

私の名はオサムじゃない
小西　収～収集・シュー・収拾～

上田　秀樹アンサンブル・フロイント
ヴィオラ奏者

指揮者
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